エイゴ キョウイク ト エイゴシ by 横山  利夫
横山:英語教育と英語史
〈研究ノー ト》
英語教育と英語史
English-Language Teaching and the History of English 
横山利夫
Toshio Yokoyama 
要旨:本稿では中学校や高等学校の英語教育で、学習者にとって最も馴染みのある英語の人
称代名調の歴史的変化を生徒に提示し、生徒からの様々な疑問・質問にわかりやすく
説明することで、生徒が読み、書き、話す以外の面から英語に対する理解を深める授
業を紹介する。
1 .序論
平成23年度から小学校5・6年生で小学校外国語活動が完全実施されているが、従来、多
くの生徒は中学校に入ってから英語学習を始めていた。最初は楽しく始めた英語の勉強も中
学2年になると使用語棄や文法学習も増え、英語嫌いの生徒が徐々に増えていくのは昔も今
も変わりはない。
例えば、参考書には「数えられる名詞には、単数形のほかに複数形がある。複数形の作
り方は名詞によって異なる。単数形に-s [-esJをつけて作る規則変化の名詞と、それ以
外の形をとる不規則変化の名詞がある。[中略」不規則変化する名詞としては tooth→teeth 
のように母音変化を伴うもの以外に、語尾に en [-renJをつけるもの、単複同形のもの、
外国語から英語に入ったもので特殊な変化をするものなどがある。以下、それぞれについて
例を補足しておく。
(1)母音愛化をf半うもの:goose (ガチョウ)→geese，man (男性)→men，mouse (ハ
ツカネズミ)→ mice，woman (女性)→womenなど
(2)語尾に-en [-renJ をつけるもの:child (こども)→children，ox (雄牛)→
oxen 
(3)単複同形のもの:deer (鹿)fish (魚)sheep (羊) [一部略]
(4)外国語から英語に入ったもの:analysis (分析)→analysescrisis (危機)→crises
(以下略)J
(霜崎.2010.p.417-418) 
参考書の説明としてはこれでよいのだが、指導者は生徒たちにこの不規則な変化をする名
詞をそのまま覚えなさい、と言うのではなく、なぜこのように不規則な変化をするようになっ
たのかを説明してあげれば、生徒も興味深く聞くであろう。これらをわかりやすく説明する
には英語史の知識が必要になる。
教員免許状の取得要件には英語学(一般的包括的な内容を含む)の単位も必要であるが、
近年、その講義の中で英語史を扱う大学の教員が少なくなっており、英語史の基本的な知識
を身に付けずに、教員免許を取得して教壇に立つ教員が多くなっている。
本稿では中学3年生から高校1年生くらいを対象に英語の人称代名調がどのような過程を
経て現在の姿になったのかをわかりやすく説明する授業を考えてみたい。
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2.英語の1人称代名詞
10世紀頃の1人称代名詞:
単数 両数 複数
主格(-は) lC Wlt we 
属格(-の) 町ln uncer ure 
対格(-を) 質問 unc us 
与格(-に) me unc us 
14世紀後半頃の l人称代名詞:
単数 複数
主格 1， ich we 
属格 my， m戸1 our， oures 
対・与格 me us 
現在の1人称代名詞:
単数 複数
主格 we 
属格 my our 
対・与格 me us 
上記の表を授業の数日前に生徒全員に配付し、気づいたこと、疑問な点など、何でも書
いて提出させる。前もって提出させるのは、質問事項を整理し、回答を準備するためであ
る。おそらく次のような質問が含まれるであろう。
1 主格、属格、対格、与格とは何か。
2 両数とは何か、なぜ今の英語にはないのか。
3 ic， ichはどのように発音するのか、他の語の発音も知りたい。
4 14世紀後半噴の属格にはなぜ2つの形 (myとmyn，oぽと oures)があるのか。
5 10世紀頃はm恒であったが、 14世紀後半はmynになっているのはなぜか。
6 10世紀、 14世紀とあるが西暦何年から何年までをいうのか。
3.英語の2人称代名詞
10世紀ころの2人称代名詞:
単数
主格 るu(tu) 
属格 6泊 (tin)
対・与格 de 
14世紀後半頃の2人称代名調
単数
主格
属格
対・与格
出ou
thy， thyn 
the 
両数
自it
mcer 
mc 
複数
ge 
eower 
eow 
複数
ye 
your， yo町'es
you 
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現在の2人称代名詞
主格
属格
対・与格
単数
you 
your 
you 
複数
you 
your 
you 
2人称代名詞についても、 1人称代名詞の場合と同様に、上の表を見て、気づいたこと、
疑問な点などを書いて提出させる。
2人称代名調に関しては次のような質問が予想される。
7 d、ト Sは見たことのない文字であるが、昔の英語で使われていたのか、また、どの
ように発音されたのか。
8 14世紀後半頃の2人称代名詞は単数と複数が別な形であったが、現代英語では同じ
形になってしまったのはなぜなのか。
4.英語の3人称代名調
10世紀頃の3人称単数代名詞:
男性 中性 女性
主格 he hit heo 
属格 his his hiere 
対格 hine hit hie 
与格 him him hiere 
14世紀後半頃の3人称単数代名詞
男性 中性 女性
主格 he hit， it sho， she 
属格 his his hir， her( e)s 
対・与格 him hit， it hir， her 
現代の3人称単数代名調
男性 中性 女性
主格 he lt she 
属格 his lts her 
対・与格 him lt her 
3人称単数代名詞についてはどのような質問が出てくるだろうか。次のような質問が予
想される。
9 10世紀の女性主格形がheoであるのに、 14世紀後半および現代の女性主格形はなぜ
sho. sheなのか。
10 14世紀後半の中性形はhit(it). his.であるが、その後なぜhが脱落したのか、男性・
女性形ではhは脱落していない。
11 10世紀から 14世紀にかけて、男性・女性形でなぜ対格と与格の区別がなくなったのか。
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10世紀頃の3人称複数代名調
男性・女性・中性(共通)
主格 hie 
属格 hiera， heora 
与格 him， heom 
対格 hie 
14世紀後半頃の3人称複数代名調
男性・女性・中性(共通)
主格
属格
与・対格
they 
hir， here 
hem 
現在の3人称複数代名調
主格 they 
属格 their 
与・対格 them 
さて、この3人称複数代名詞に関してはどうだろうか。
12 現代英語のthey，their， themは昔から英語で使われていたのではないのか。なぜ、 hie，
hiera， himなどに替わって、途中から白ey，their， themが使用されるようになったのか。
もちろん、生徒からは指導者が予想していなかったような質問もあるだろうが、上記の
ような問いに対して、わかりやすく説明してあげることによって英語の歴史に興味を持っ
てもらえるのではないだろうか。以下に、それぞれの問いに対してなるべく専門用語の使
用は少なくして説明を試みたい。
5.それぞれの問いに対する説明
l 主格、属格、対格、与格とは何か。
主格は動詞の主語(-は)、属格は物の所有(-の)、対格は動詞の直接目的語(-を)、
与格は動詞の間接目的語(-に)をそれぞれ示している。
2 両数とは何か、なぜ今の英語にはないのか。
1人称と 2人称の代名詞にあった両数は「わたしたち二人」、「あなたたち二人」と二
人であることを強調する時に使われた。二人であっても複数形も用いられた。両数は
12世紀頃に用いられなくなり、その機能は複数人称代名調にbothを添えた形weboth， 
ye bothにより表されるようになった。
3 ic， ichはどのように発音するのか、他の語の発音も知りたい。
ic， ichは [i回、イッチと発音されたが、 1200年頃から徐々に文中で、語末子音c，ch 
が発音されなくなり、 1となった。この iが徐々に広まり、すべての位置で用いられる
ようになった。また、文中でも Iと大文字で書かれるようになったのは、筆写するとき
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に、一文字ということもあり、他の語と区別できるようにするためであった。
他の語の発音は現在のような二重母音[au，ai]ではなく，短母音[i，u， e]または長母音[i:，
u:， e:]であった。従って、we[we:] (ウェー )，myn [mi:n] (ミー ン)，u問と oure[u:re] 
(ウー レ)，us [u:s] (ウー ス)，unc [unk] (ウンク)などのように発音された。
4 14世紀後半頃の属格にはなぜ2つの形 (myとmyn，ourとoures)があるのか。
l人称単数属格mynは1200年頃から /h/以外の子音の前で語尾の-nを落とし始めた:
my(mi) lif(=my life). ただし、母音と /h/の前では -nは保たれた:myn(min) aunt(=my 
aunt)。こうすることによって発音がしやすくなった。また、 1. 2人称単数以外の属格代
名詞his，her， 0町"your， theirでは本来-sをもっhisを除いて、新たに語尾 (e)sをつけた
語形が 1300年頃から現れ始め、現在に及んでいる。
5 10世紀頃はminであったが、 14世紀後半はmynになっているのはなぜか。
14世紀頃はiとyが区別なく用いられていた。
6 10世紀、 14世紀とあるが西暦何年から何年までをいうのか。
10世紀は901年から 1000年まで、 14世紀は 1301年から 1400年までを言う。
7 d、b、車は見たことのない文字であるが、昔の英語で使われていたのか、また、どのよ
うに発音されたのか。
6世紀末にイングランドにキリスト教が伝えられ、やがてアングロ・サクソン人の間で
文字による記録が始まると、彼らはルーン文字を使うのを止めて、ローマ字を採用した。
ただし、 [e，d]を表す文字が欠けていたので，ルーン文字から t(名称はthom(ソー ン))
とアイルランドの文字から d(名称は eth(エズ))を借用した。また、 gの上に点を打っ
て8と書かれる文字は臼](yellowの最初の音)を表した。
8 14世紀後半頃の2人称代名調は単数と複数が別な形であったが、現代英語では同じ形
になってしまったのはなぜ、なのか。
君主またはそれに準ずる高貴の人が自分を指すのに Iの代わりに複数形weを使ういわ
ゆる君主の複数または王侯の we(royal‘wピ)はローマ帝国が東西に分裂した (395年)
ことに伴い、東西いずれかの王が分立するもう一人の王を含める意図で用いたことに始ま
るとされる。君主の複数はラテン語からフランス語へ引き継がれ、ノーマン・コンクウエ
スト (1066年)の影響のーっとしてフランス語から 13世紀前半に英語に入ってきた。
君主が自分を指すのに複数形を使う状況下では、臣下が君主に呼びかける場合に複数
形を使うことは極めて自然である。君主または高貴な人に対する呼びかけとして2人称
代名詞複数形を用いる用法が英語で 13世紀後半に始まった。その後、この用法は一般化
し、 yeを君主や貴族以外に広く目上の者に対する敬意を込めた呼びかけに、 thouを目下
の者または対等者間で親愛感を表す呼びかけに用いられるようになった。近代英語に入っ
てyeの敬意用法は一層普及し、それにつれて敬意の複数形としての yeの本来の意味は薄
れ、単なる 2人称代名詞としての性格が強まり、 1600年頃から単数形thouとの区別がはっ
きりしなくなった。その後も ye，youの単数用法の使用が拡大し、 thouは1750年以降、標
準語としては用いられなくなった。 2人称複数代名調の主格形yeと目的格形youであるが、
近代英語になると、普通の会話では両者とも[j;)]のように発音されたであろうから、両者
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の間で混同が生じた。 1600年頃までには本来目的格のyouが主格形として用いられるよ
うになっていた。
Though you did love this youth， 1 blame ye not， 
You had a motive for't. (1609-10 Sh CYM 5.5.267-268) (注1)
youは以後唯一の2人称代名調となり、単独で単数と複数、主格と目的格(対格と与格)
のすべての機能で用いられるようになった。
9 10世紀の女性主格形がheoであるのに、.14世紀後半および現代の女性主格形はなぜshe
なのか。
sheの起源について確かなことはわかっていないが、強勢の移動により語頭に[均]と
いう子音結合が生じた (heo>heo>hio)。これからさらに[c-J> [f-Jと変化し、sho，sheとなっ
たのではないかと考えられている。
10. 14世紀後半の中性形はhit(it)，his，であるが、その後なぜhが脱落したのか。
12世紀以降、強勢が置かれないところで、 hのない形itがあらわれるようになり、徐々
に一般化した。そのことによって、男性形he女性形sheと区別された。ただし、中性属
格形hisは男性属格形と形が同じであり、混同を避けるために、新しい中性属格形itsが
造られた。
1. 10世紀から 14世紀にかけて、男性・女性でなぜ対格と与格の区別がなくなったのか。
理由はわからない。 10世紀の3人称単数では男性と中性の与格で、同じ himが用いら
れたが、 14世紀までには男性で与格形が対格形を吸収し、中性では対格形が与格形を吸
収し、男性と形の上で区別できるようになった。女性でも与格形が対格形を吸収し、現在
に至っている。
12.現代英語のthey，their， themは昔から英語で使われていたのではないのか。
なぜ、 hie，hiera， himなどに替わって、途中から they，their， themが使用されるようになっ
たのか。
英語本来の3人称複数代名調は主格・対格がhie. 属格がhiera与格がhimであったが、
それらの形は3人称単数女性形の主格heo、属格hiere、与格hiere、そして、男性・中性
形の与格himと同じ、または、類似しており、よく混同された。それを解消するために、
1200年頃から北欧の言語で用いられていた出eyが徐々に用いられるようになった。しか
し、 14世紀後半頃は、属格、与格、対格では、まだ英語本来の hir.hemが用いられており、
北欧語起源の their.themがそれらに代わって用いられるようになったのは 15世紀以降で
ある。(注2)
6 まとめ
英語学習者にとって最も馴染みのある人称代名調の歴史的変化を生徒に提示して、彼らの
質問・疑問に対してわかりやすく説明する過程で、今の英語では見られない文字が使われて
いたこと、その当時の人称代名調はどのように発音されたのかなど、生徒が興味を持つよう
な授業になると思われる。このような英語の歴史をテーマにした授業を各学期1回くらい実
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施することで、英語に関する生徒たちの理解を深められる。
注 1 ShCYMはShakespeare，Cymbelineの略
2 それぞれの聞いに対する説明の多くは宇賀治 (2000)に依った。
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